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(57)【要約】
【課題】例えばキッチンやトイレルームの洗面器カウン
タの下面などに設置できる設置性に優れ、かつ湯の押出
し性やタンク内の水の排水性に優れた貯湯式電気温水器
を提供する。
【解決手段】貯湯タンク１０を備えた貯湯式電気温水器
において、貯湯タンクは、入水部１１と、出湯部１２と
、入水部と出湯部との間に形成された貯湯部６と、貯湯
部内に水又は湯の蛇行流路を形成するための仕切り壁部
４，５を有し、貯湯式電気温水器の設置状態において蛇
行流路が略水平な面に沿って形成されるように仕切り壁
部が貯湯部内に備わり、かつ重力の作用方向で見て貯湯
タンクの下面又は側面下方に水抜き部２５が設けられて
いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯湯タンクを備えた貯湯式電気温水器において、
　前記貯湯タンクは、入水部と、出湯部と、前記入水部と出湯部との間に形成された貯湯
部と、前記貯湯部内に水又は湯の蛇行流路を形成するための仕切り壁部を有し、
　前記貯湯式電気温水器の設置状態において前記蛇行流路が略水平な面に沿って形成され
るように前記仕切り壁部が前記貯湯部内に備わり、かつ重力の作用方向で見て貯湯タンク
の下面又は側面下方に水抜き部が設けられたことを特徴とする貯湯式電気温水器。
【請求項２】
　前記貯湯タンクの内部にヒータを備えるか、又は外側にヒータを直接接するように備え
たことを特徴とする、請求項１に記載の貯湯式電気温水器。
【請求項３】
　前記貯湯タンクの内部にヒータを備え、かつ前記ヒータが前記仕切り壁部を兼ねている
ことを特徴とする、請求項１に記載の貯湯式電気温水器。
【請求項４】
　前記ヒータが前記貯湯式電気温水器の設置状態で重力の作用方向で見て前記貯湯タンク
の少なくとも１／２より下側の面に備わったことを特徴とする、請求項２に記載の貯湯式
電気温水器。
【請求項５】
　前記ヒータが前記入水部の近傍に備わったことを特徴とする、請求項２乃至請求項４の
何れかに記載の貯湯式電気温水器。
【請求項６】
　前記ヒータが複数のヒータからなり、各ヒータが前記入水部と出湯部とを結ぶ方向に分
散配置されたことを特徴とする、請求項２乃至請求項４の何れかに記載の貯湯式電気温水
器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばキッチンやトイレルームの手洗い器カウンタの下面などに設置できる
設置性に優れ、かつ湯の押出し性やタンク内の水の排水性に優れた貯湯式電気温水器に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から建物の壁などに縦長の状態で設置され、貯湯タンクの下部から水を入れて上部
から沸き上がった湯を出す貯湯式電気温水器が広く用いられてきた。設置状態で貯湯タン
クがこのように縦長となった理由は、貯湯タンクの下部から入った水が温められると湯と
水の密度差により湯が自然に上昇する作用を利用して湯の押出し性、即ち高温の湯を安定
して押し出す性能を高めているためである。そして、近年、例えばトイレルーム内などの
手洗い用の蛇口に温水を供給するために、トイレルーム内に電気温水器が直接設置される
ことが多くなっている。
【０００３】
　トイレルームへの貯湯式電気温水器の設置に際して、トイレルーム内のインテリア性と
しての美観や統一感を損なわないために、貯湯式電気温水器自体を従来のように壁面に縦
長の状態で直接設置する代わりに、例えば洗面器カウンタやキャビネットの裏面でトイレ
ルーム内から目に付かない場所に貯湯タンクを寝かせた状態で設置されることが望まれて
いる。
【０００４】
　なお、このような貯湯タンクを寝かせた状態で設置する態様は、例えばキッチンカウン
タの下面やキッチンキャビネットのケコミ部などに貯湯式電気温水器を設置する場合にも
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適用でき、これによってキッチンルームの壁面に貯湯式電気温水器を設置しなくて済み、
キッチンルームの美観やインテリア性を向上できるので、このような設置形態は広く望ま
れている。
【０００５】
　そして、このような寝かせた状態で設置される貯湯式電気温水器の場合、これをカウン
タ下面などの狭いスペースに設置するためには貯湯タンクの形状をかなり扁平した薄型に
する必要がある。しかしながら、上下方向の高さを低くして扁平にした横長の貯湯タンク
を有する貯湯式電気温水器の場合、設置状態で貯湯タンクが水平方向に広くなるため、湯
と水が接する面が広くなり、湯と水が混合し易い。そこで、このような薄型の貯湯タンク
を備えた寝かせ置き式の貯湯式電気温水器の押し出し性を改善した特別な構成も考えられ
ている（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）。かかる特許文献１及び特許文献２に
記載の貯湯式電気温水器は、流路の断面積を小さくすることで水と湯の混合を抑制し湯の
押出し性を向上させるために、貯湯式電気温水器の設置状態で略鉛直面に沿って水や湯が
蛇行する流路を形成する仕切り壁部を貯湯部内に備えている。
【特許文献１】特開２００２－８９９６１号公報（図２）
【特許文献２】特開平７－１２４０５号公報（図６）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、貯湯式電気温水器の設置状態で略鉛直面に沿って水や湯が蛇行する流路
を形成する仕切り壁部を貯湯部内に設けた構成では、流路が高さ方向に上下しながら繋が
っているので、上から下に向かって流れる流路において水と湯の間の密度差に起因して湯
が上に浮き易くかつ水が下に落ち易くなり、このような下り流路において水が湯を先に追
い越してしまう。
【０００７】
　このように各下り流路において水が湯を追い越してしまうと、給湯器の出湯部から湯の
みが押し出されずに水と湯が混合した状態で押し出されてしまい、
湯の押出し性が悪くなる。
【０００８】
　また、カウンタ下面などの狭いスペースに設置するために、上下方向の高さを低くして
、水平方向の代表長さ（水平方向断面が長方形状の場合の辺長や楕円形状の場合の径長な
ど）に比べて高さが低いような扁平にした横長の貯湯タンクを有した貯湯式電気温水器を
設置する場合において貯湯式電気温水器の設置状態で略鉛直面に沿って流路を形成するよ
うな仕切り壁部を設けた構成では、上記の不具合に加えて、水と湯の混合を防止する観点
から流路の断面積を小さくする必要上、全体的な流水方向に対して垂直な方向のみの仕切
り壁部では流路が仕切り壁部に沿った方向に幅広くなり、十分に流路の断面積を小さくで
きない。この場合、全体的な流水方向に対して平行な方向の仕切り壁部を更に設けること
で流路の断面積を小さくすることが考えられるが、貯湯タンクの構造が複雑になると共に
組み付け性が低下するのでコストアップになり、現実的ではない。
【０００９】
　また、貯湯式電気温水器をカウンタ等の裏面に設置して入水部と出湯部に配管を一旦接
続すると、電気温水器を配管から外して傾けたりすることができなくなる。そのため、こ
のような略鉛直面に沿って流路を形成する仕切り壁部を多数備えた貯湯タンクを有する貯
湯式電気温水器の場合、各仕切り壁部によって形成される上から下の流路と下から上への
流路毎に水抜き部を設けなければ貯湯タンク内の水抜きを完全に行うことができない。そ
して、このように多数の水抜き部を設けた場合、水抜き後に水抜き部を一箇所でもうっか
り閉じ忘れると、貯湯式電気温水器の再作動時にこの水抜き部から水や湯が大量に漏れ出
してしまい、大変な事態を招く虞れがある。
【００１０】
　本発明の目的は、例えばキッチンやトイレルームの手洗い器カウンタの下面などに設置



(4) JP 2008-57898 A 2008.3.13

10

20

30

40

50

できる設置性に優れ、かつ湯の押出し性やタンク内の水の排水性に優れた貯湯式電気温水
器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決するために、本発明にかかる貯湯式電気温水器は、
　貯湯タンクを備えた貯湯式電気温水器において、
　前記貯湯タンクは、入水部と、出湯部と、前記入水部と出湯部との間に形成された貯湯
部と、前記貯湯部内に水又は湯の蛇行流路を形成するための仕切り壁部を有し、
　前記貯湯式電気温水器の設置状態において前記蛇行流路が略水平な面に沿って形成され
るように前記仕切り壁部が前記貯湯部内に備わり、かつ重力の作用方向で見て貯湯タンク
の下面又は側面下方に水抜き部が設けられたことを特徴としている。
【００１２】
　仕切り壁部により貯湯タンク内に連続した狭い流路を形成し、かつこの流路が貯湯式電
気温水器の設置状態で略水平面に沿って蛇行するようになっているので、設置状態で流路
が略鉛直面に沿って蛇行する従来型の貯湯式電気温水器のように上から下に向かう流路に
おいて湯水の密度差によって水が湯より早くこの流路を降下するようなことが生じず、こ
れにより湯に水が混合することが抑えられ、湯の押し出し性が向上する。
【００１３】
　また、カウンタ下面などの狭いスペースに設置するために、上下方向の高さを低くして
水平方向の代表長さ（水平方向断面が長方形状の場合の辺長や楕円形状の場合の径長など
）に比べて高さが低くいような扁平にした横長の貯湯タンクを有した貯湯式電気温水器を
設置する場合、全体的な流水方向に対して垂直な方向のみに仕切り壁部を設置したものよ
り更に十分に流路の断面積を小さくでき、貯湯タンクの構造を極端に複雑化させずに済み
、貯湯式電気温水器自体のコストを抑えかつ組み付け性を向上させることができる。
【００１４】
　また、貯湯タンク内の流路が略鉛直面に沿って蛇行せず略水平面に沿って蛇行するよう
になっているので、貯湯タンクの下面又は側面下方に水抜き部を設けることで、貯湯式電
気温水器を設置したままの姿勢で水抜き部を開放するだけで貯湯タンクの入水部と出湯部
に連結された配管を外すことなく貯湯タンク内の水を全て排水でき、メンテナンス性が向
上する。
【００１５】
　具体的には、貯湯式電気温水器は長期間使用しているとタンク内が水垢などで汚れるこ
とがあるので、貯湯タンクの水を定期的に抜き、水がきれいになるまで給水と排水を繰り
返して清掃する必要がある。貯湯タンク内が凍結する畏れがあるときもタンク内の水を抜
く場合がある。
【００１６】
　そして、水抜きによる貯湯タンク内の水垢の水抜きによる掃除は三ヶ月に一回程度行う
必要があり、凍結による水抜きは凍結の畏れがあるときに随時行う必要がある。そのため
、設置状態で流路が略鉛直面に沿って形成される従来型の貯湯式電気温水器では、下り流
路や昇り流路毎に設けた多数の水抜き栓を上述した水抜き作業毎に全て開放しなければな
らず、水抜き作業が極めてやり難くなる。しかしながら、本発明による貯湯式電気温水器
は、設置状態で流路が略水平面に沿うようになっているので、水抜き栓を貯湯タンクの下
面又は側面下方の一箇所だけ設ければ良くなり、水抜き作業を簡単に行うことができ、貯
湯式電気温水器の使い勝手を格段に向上させることができる。
【００１７】
　また、本発明の請求項２に記載の貯湯式電気温水器は、請求項１に記載の貯湯式電気温
水器において、
　前記貯湯タンクの内部にヒータを備えるか、又は外側にヒータを直接接するように備え
たことを特徴としている。
【００１８】
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　ヒータを貯湯タンクの外に離して備えると、循環用の特別なポンプを介して貯湯タンク
内の湯を循環させなければならず、余分なポンプの設置が必要となり、貯湯式電気温水器
自体の構造も複雑化して全体が大型化する。しかしながら、本発明ではヒータを貯湯タン
クの内部に備えるか、又は外側に直接接するように備えているので、このような問題が生
じない。
【００１９】
　また、本発明の請求項３に記載の貯湯式電気温水器は、請求項１に記載の貯湯式電気温
水器において、
　前記貯湯タンクの内部にヒータを備え、かつ前記ヒータが前記仕切り壁部を兼ねている
ことを特徴としている。
【００２０】
　ヒータが仕切り壁部を兼ねているので貯湯タンクを小型化でき、ひいては電気温水器全
体の大きさを小型化できる。
【００２１】
　また、ヒータが仕切り壁部を兼ねているので、水に直接接するヒータの面積を十分にと
ることができ、沸き上げ性、即ち均一に沸き上がる効率が向上する。
【００２２】
　また、本発明の請求項４に記載の貯湯式電気温水器は、請求項２に記載の貯湯式電気温
水器において、
　前記ヒータが前記貯湯式電気温水器の設置状態で重力の作用方向で見て前記貯湯タンク
の少なくとも１／２より下側の面に備わったことを特徴としている。
【００２３】
　貯湯タンク内においてヒータより更に下側に空間が存在すると、入水部から入った水の
うち一部の水がその空間に滞留して沸き上げ効率が低下するが、少なくとも１／２より下
側の面にヒータを備えることで、このようないわゆる死に水の溜まる空間を小さくする。
その結果、湯と水の密度差により重力で下がった水がヒータに十分接するようになり、入
水部から入水された水のうち死に水の量をより少なくでき、貯湯タンク内でより多くの湯
を沸かすことができる。
【００２４】
　また、本発明の請求項５に記載の貯湯式電気温水器は、請求項２乃至請求項４の何れか
に記載の貯湯式電気温水器において、
　前記ヒータが前記入水部の近傍に備わったことを特徴としている。
【００２５】
　入水部の近傍では入水した水が殆ど温度上昇していないので、この部分における水をヒ
ータを介して効率良く温めることができる。
【００２６】
　また、本発明の請求項６に記載の貯湯式電気温水器は、請求項２乃至請求項４の何れか
に記載の貯湯式電気温水器において、
　前記ヒータが複数のヒータからなり、各ヒータが前記入水部と出湯部とを結ぶ方向に分
散配置されたことを特徴としている。
【００２７】
　ヒータをこのように分散配置することで、貯湯式電気温水器の使い方に応じて貯湯タン
ク内に入水した水の部分の滞留位置が変化しても、対応するヒータを加熱することにより
、水の部分を中心に沸き上げることが可能となり、貯湯タンク内の湯全体を冷ますことな
く、効率良く沸き上げて出湯部からそのまま流出させることができる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によると、例えばキッチンやトイレルームの手洗い器カウンタの下面などに設置
できる設置性に優れ、かつ湯の押出し性やタンク内の水の排水性に優れた貯湯式電気温水
器を提供できる。
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【００２９】
　具体的には、仕切り壁部により貯湯タンク内に連続した狭い流路を形成し、かつこの流
路が貯湯式電気温水器の設置状態で略水平面に沿って蛇行するようになっているので、設
置状態で流路が略鉛直面に沿って蛇行する従来型の貯湯式電気温水器のように上から下に
向かう流路において湯水の密度差によって水が湯より早くこの流路を降下するようなこと
が生じず、これにより湯に水が混合することが抑えられ、湯の押し出し性が向上する。
【００３０】
　また、貯湯タンク内の流路が略鉛直面に沿って蛇行せず略水平面に沿って蛇行するよう
になっているので、貯湯タンクの下面又は側面下方に水抜き部を設けることで、貯湯式電
気温水器を設置したままの姿勢で水抜き部を開放するだけで貯湯タンクの入水部と出湯部
に連結された配管を外すことなく貯湯タンク内の水を全て排水でき、メンテナンス性が向
上する。
【００３１】
　具体的には、貯湯式電気温水器は長期間使用しているとタンク内が水垢などで汚れるこ
とがあるので、貯湯タンクの水を定期的に抜き、水がきれいになるまで給水と排水を繰り
返して清掃する必要がある。貯湯タンク内が凍結する畏れがあるときもタンク内の水を抜
く場合がある。
【００３２】
　そして、水抜きによる貯湯タンク内の水垢の水抜きによる掃除は三ヶ月に一回程度行う
必要があり、凍結による水抜きは凍結の畏れがあるときに随時行う必要がある。そのため
、設置状態で流路が略鉛直面に沿って形成される従来型の貯湯式電気温水器では、下り流
路や昇り流路毎に設けた多数の水抜き栓を上述した水抜き作業毎に全て開放しなければな
らず、水抜き作業が極めてやり難くなる。しかしながら、本発明による貯湯式電気温水器
は、設置状態で流路が略水平面に沿うようになっているので、水抜き栓を貯湯タンクの下
面又は側面下方の一箇所だけ設ければ良くなり、水抜き作業を簡単に行うことができ、貯
湯式電気温水器の使い勝手を格段に向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の一実施形態にかかる貯湯式電気温水器について図面に基づいて説明する
。図１は、本発明の一実施形態にかかる貯湯式電気温水器に備わった貯湯タンク１０の概
略斜視図である。また、図２は、貯湯タンク１０の内部を模式的に示す平面図である。ま
た、図３は貯湯タンク１０の組み立て前の状態を示す分解斜視図である。なお、図１乃至
図３の貯湯タンク１０の外形寸法や貯湯タンク１０に備わった各仕切り壁部４，５の数は
互いに厳密には一致させていない。
【００３４】
　貯湯式電気温水器は、ヒータｈを備えた貯湯タンク１０と、ここでは詳細には図示しな
いリモコン又は操作パネルと、リモコン又は操作パネルで貯湯タンク１０のヒータｈを作
動させる制御部を備えている。そして、貯湯タンク１０は、図１に示すように、６つの平
面部１０ａ～１０ｆを有する直方体状の扁平箱形をなしている。そして、貯湯タンク１０
の内部には複数の仕切り壁部４，５で仕切られた貯湯部６が形成されている。
【００３５】
　貯湯タンク１０の長手方向両端に形成された２つの平面部１０ｃ，１０ｄのうち、一端
側の平面部１０ｃには、貯湯部６と貯湯タンク１０の外部に設けられる入水流路を連通接
続させる入水部１１が設けられている。また、他端側の平面部１０ｄには、貯湯部６と貯
湯タンク１０の外部に設けられる出湯流路とを連通接続させる出湯部１２が設けられてい
る。
【００３６】
　貯湯部６は、複数の仕切り壁部４，５によって入水部１１と出湯部１２との間に形成さ
れた細長い蛇行流路をなしている。この蛇行流路を形成する各仕切り壁部４，５は、貯湯
タンク１０の最も広い平面部である平面部１０ｅ，１０ｆに対して略垂直に貯湯タンク１
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０の厚さ方向に延在する矩形板状をなしている。
【００３７】
　仕切り壁部４の４つの縁部のうち３つの縁部はそれぞれ、平面部１０ａ，１０ｅ，１０
ｆに接している。また、仕切り壁部４は平面部１０ｂには接しておらず、仕切り壁部４と
平面部１０ｂとの間には隙間が生じている。即ち、仕切り壁部４は、貯湯タンク１０の長
手方向で見た場合に仕切り壁部４の両側の空間を仕切っているが、仕切り壁部４の両側の
空間は、仕切り壁部４と平面部１０ｂとの間の隙間を介して連通されている。
【００３８】
　一方、仕切り壁部５の４つの縁部のうち３つの縁部はそれぞれ、平面部１０ｂ，１０ｅ
，１０ｆに接している。また、仕切り壁部５は平面部１０ａには接しておらず、仕切り壁
部５と平面部１０ａとの間には隙間が生じている。即ち、仕切り壁部５は、貯湯タンク１
０の長手方向で見た場合に仕切り壁部５の両側の空間を挟むように仕切っているが、仕切
り壁部５の両側の空間は、仕切り壁部５と平面部１０ａとの間の隙間を介して連通されて
いる。
【００３９】
　かかる仕切り壁部４及び仕切り壁部５は、貯湯タンク１０の長手方向に所定間隔隔てて
幅方向互いに反対側に偏倚しながら交互に設けられている。これによって、貯湯部６の内
部には、図２に示すように、貯湯部６の厚さ方向に対して略垂直な方向に蛇行する蛇行流
路が形成される。ここで、貯湯部６の厚さ方向とは、貯湯タンク１０の最も広い平面部を
なす平面部１０ｅ，１０ｆに対して垂直な方向である。
【００４０】
　そして、この貯湯式電気温水器は、平面部１０ｅ，１０ｆが鉛直方向上下面をそれぞれ
なすように寝かせた状態で図示しないブラケット等の取付け具やねじ等の締結具を介して
例えばキッチンやトイレルームの洗面器カウンタ裏面に取り付けられるようになっている
。そして、貯湯式電気温水器の取付け状態で各仕切り壁部４，５によって形成される貯湯
タンク１０の蛇行流路が略水平面に沿って形成されるようになっている。
【００４１】
　貯湯タンク１０の長手方向の略中央における貯湯部内には、図１に示すように、仕切り
壁部５の代わりに仕切り壁部４，５に対して略平行に設けられた矩形板状のヒータｈが設
けられている。ヒータｈとしては、例えば、セラミックヒータ、又は、真鍮、鉄、アルミ
ニウムなどにシーズヒータを鋳込み板状に加工した鋳込みヒータなどを用いている。
【００４２】
　ヒータｈは、例えば貯湯タンク１０の長手方向略中央部において他の仕切り壁部５に対
応する位置に仕切り壁部５の代わりに設けられている。ヒータｈは、貯湯タンク１０の長
手方向で見てヒータｈを挟む両側の空間を仕切っているが、ヒータｈを挟む両側の空間は
、ヒータｈと平面部１０ａとの間の隙間を介して連通されている。即ち、ヒータｈは、貯
湯部６内の水を加熱する機能を有し、かつ仕切り壁部４，５と共に蛇行流路の壁部として
の機能も有している。
【００４３】
　また、図１に示すように、貯湯部６の蛇行流路の第１レーン即ち入水部１１からの水が
最初に入水される流路であって貯湯式電気温水器を設置した状態で重力の作用方向で見て
下面となる平面部１０ｆに水抜き部２５が設けられている。そして、水抜き部２５には水
抜き栓２３によって開閉される水抜き管２４が接続されている。なお、本実施形態では蛇
行する流路のこの一箇所だけ水抜き部２５が設けられている。
【００４４】
　図３は、貯湯タンク１０の分解斜視図である。また、図４（ａ）は、仕切り壁部４を図
１における貯湯タンク１０の長手方向入水部側から見た模式図であり、図４（ｂ）は、仕
切り壁部５を図１における貯湯タンク１０の長手方向入水部側から見た模式図である。
【００４５】
　貯湯タンク１０は、図３から明らかなように、例えば厚さ方向の半分の位置で分割した
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２つの分割体１０ｕ，１０ｓを組み合わせて扁平箱形に構成される。仕切り壁部５及びヒ
ータｈは、図４（ｂ）に示すように、図１に示す平面部１０ｂ側に偏倚した状態で下側分
割体１０ｄに立設され、仕切り壁部５と平面部１０ａとの間には隙間が形成されている。
また、仕切り壁部４は、図４（ａ）に示すように、図１に示す平面部１０ａ側に偏倚した
状態で上側分割体１０ｕに垂設され、仕切り壁部４と平面部１０ｂとの間には隙間が形成
されている。
【００４６】
　なお、上側分割体１０ｕと下側分割体１０ｓは互いに開口縁部を合わせて溶接して扁平
の箱体をなす貯湯タンク１０を構成している。
【００４７】
　続いて、以上の構成を有する貯湯式電気温水器の作用について説明する。まず、上述し
た構成を有する貯湯式電気温水器を例えばトイレルーム内の洗面器カウンタ裏面等に設置
する。この場合、貯湯タンク内の流路が略水平面に沿いかつ水抜き部２５の備わった平面
１０ｆが重力の作用方向で見て下面を向くように貯湯式電気温水器を設置する。このよう
に貯湯式タンク１０を寝かせた状態で取り付けることで、トイレルームの洗面器カウンタ
の裏面等、トイレルーム内から見て目立たない所に貯湯式電気温水器を設置でき、トイレ
ルーム内の美観やインテリア性を損なうことがない。なお、貯湯式電気温水器をトイレル
ームの洗面器カウンタ下部空間の底面に寝かせ置きしても良い。また、貯湯式電気温水器
をキッチンカウンタの下面やキッチンキャビネットのケコミ部等に設置しても良い。この
場合、上述したように寝かせた状態で設置できるので、カウンタ下面の調理用備品や食材
等の収容スペースを十分確保したまま設置できる。また、キッチンの壁面に貯湯式電気温
水器を直接設置させずに済むのでキッチン廻りをすっきりさせ、インテリア性を向上させ
ることができる。
【００４８】
　また、貯湯式電気温水器の設置状態で水抜き部２５が貯湯タンク１０の下面に備わって
いるので、貯湯タンク内の流路が略水平面に沿うように仕切り壁部４，５が備わることと
相まって水抜き部２５を一箇所だけ設ければ、その水抜き部２５から貯湯タンク内の全て
の水を排水することができる。
【００４９】
　このような構成を有した貯湯式電気温水器を上述した所定の場所に設置し、入水部１１
に水道の配管を接続し、出湯部１２に混合栓等に通じる配管を接続し、図示しないリモコ
ン又は操作パネルを操作して貯湯式電気温水器を作動させる。これによって、入水部１１
を介して貯湯部内に入水していた水はヒータｈによって例えば８５℃程度に加熱され、貯
湯部内に貯められる。そして、湯の使用時には図示しない蛇口を開くことで入水部１１か
ら水が入水されると共に貯湯部６の出湯部付近の湯が出湯部１２から押し出され、図示し
ない配管及び混合栓を経由しつつ、かつ適宜、別途水道から分岐された図示しない配管を
介して混合栓に供給される水と混合され、蛇口から使用者の元に出湯される。
【００５０】
　このとき、入水部１１から貯湯部内に入水した水は、図２に示すように、仕切り壁部４
，５及びヒータｈによって形成された蛇行流路を進む。即ち、入水部１１から入水した水
は、仕切り壁部４，５、ヒータｈにガイドされて、貯湯タンク１０の短手方向に進みつつ
、仕切り壁部４と平面部１０ｂとの間の隙間、仕切り壁部５と平面部１０ａとの隙間、ヒ
ータｈと平面部１０ａとの隙間を介して隣のレーン（仕切り空間）に移り、貯湯タンク１
０内を略水平面に沿って蛇行しながら進む。
【００５１】
　なお、本発明の貯湯式電気温水器は、貯湯タンク１０を寝かせた状態で設置しているこ
とで、貯湯タンク内の水が仕切り壁部４，５により形成される蛇行流路に沿って略水平面
に沿って蛇行しながら貯湯タンク内を進むので、貯湯タンク１０を流れる水の鉛直方向に
沿った流れ成分が少なくなる。このため、流れ方向の断面積が小さいことにより、湯と水
とが混ざり合うことを抑制する効果に加え、自然対流の影響を受けにくく、安定して湯を
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押し出すことができる。即ち、流路が鉛直面に沿って形成されるように仕切り壁を設けた
従来型の貯湯式電気温水器のように、水が湯を追い越して出湯部において湯に水が混ざっ
てしまうことがない。
【００５２】
　このように、入水部１１から貯湯部内に入水した水が流路断面積の比較的小さい蛇行流
路を蛇行しながら出湯部側に向かって進むため、入水部１１から入水された比較的低温の
水が出湯部近傍の湯と混ざり難くなり、出湯部１２から出湯される湯の温度低下を防ぎ、
出湯部１２からの湯の押し出し効率を低下させずに済む。
【００５３】
　また、入水部１１から貯湯部内に入水した水の蛇行する方向が貯湯タンク１０の厚さ方
向に対して略垂直な方向となっている。即ち、貯湯式電気温水器の設置状態で流路が略水
平面に沿っているので、略鉛直面に沿って蛇行する流路を備えた従来型の貯湯式電気温水
器に比べて、より少ない仕切り壁部の数で流路断面積を小さくすることが可能となり、コ
ストの低減や生産性の向上が図れる。
【００５４】
　また、平面部１０ｆを下にして貯湯タンク１０を寝かせた状態で設置することで、板状
のヒータｈが重力の作用方向で見て貯湯タンク１０の下面から上方に延在する構成となる
ので、貯湯部内の水を貯湯タンク１０の下面から加熱することができ、高温流体の自然対
流により低温になりがちな平面部１０ｆ近傍領域の温度低下を抑制でき、ヒータｈによる
湯の沸き上げ効率が向上する。
【００５５】
　また、本実施形態の場合、貯湯タンク１０を寝かせた状態で設置しているので、仕切り
壁が自然対流を塞き止めることがなく、湯を均一に沸き上げることが可能となる。また、
ヒータｈが貯湯部内で蛇行流路の壁部の一部として設けられていることで、コンパクトか
つ簡単な構造となる。
【００５６】
　また、仕切り壁部４，５は、薄型扁平状の貯湯タンク１０の強度を高める補強リブとし
ても機能し、貯湯タンク１０の耐水圧性も向上させる。即ち、図３に示すように厚さ方向
に二分割された貯湯タンク１０の半部を互いに合わせてこの合わせ部を溶接することによ
り、薄形扁平状の貯湯タンク１０を構成した時に仕切り壁部４，５が補強用リブとしての
役目を果たし、薄形扁平状の貯湯タンク１０の広い平面部１０ｅ及び１０ｆの水圧による
変形を抑え、貯湯タンク１０の十分な耐久性を確保できる。
【００５７】
　以上のように貯湯タンク内の水を基準温度まで沸き上げた後、入水部１１から貯湯タン
ク内に水を流入させ、その水で沸き上がった湯を押し出すと共に流入した水によって温度
が低下した貯湯タンク内の水を基準温度まで沸き上げるサイクルで貯湯式電気温水器を運
転する。そして、貯湯式電気温水器の運転を定期的に停止して貯湯タンク内の湯や事前に
冷ましておいた水を水抜き栓２３を開放して水抜き部２５から貯湯タンク内から排水する
。
【００５８】
　貯湯式電気温水器は長期間使用しているとタンク内が水垢などで汚れることがあるので
、貯湯タンク内の水を定期的に抜き、水がきれいになるまで給水と排水を繰り返して清掃
する必要がある。貯湯タンク内が凍結する畏れがあるときも、凍結防止のために貯湯タン
ク内の水を抜く必要がある。
【００５９】
　なお、水抜きによる貯湯タンク内の水垢の掃除は三ヶ月に一回程度行う必要があり、凍
結による水抜きは凍結の畏れがあるときに随時行う必要がある。そのため、設置状態で流
路が略鉛直面に沿って形成される従来型の貯湯式電気温水器では、下り流路や昇り流路毎
に設けた多数の水抜き栓を上述した水抜き作業毎に全て開かなければならず、水抜き作業
が極めてやり難くなる。また、水抜き作業終了後に一箇所でも水抜き栓を締め忘れると、
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貯湯式電気温水器の再運転時に貯湯タンクから大量の水が漏れ出してしまう。しかしなが
ら、本発明による貯湯式電気温水器は、設置状態で流路が略水平面に沿うようになってい
るので水抜き栓を貯湯タンクの下面又は側面下方の一箇所だけ設ければ貯湯タンク１０の
水を全て排水することができ、水抜き作業を簡単に行うことができ、従来型の貯湯式電気
温水器に比べて貯湯式電気温水器の使い勝手を格段に向上させることができる。
【００６０】
　なお、貯湯タンク１０及び仕切り壁部４，５は、樹脂であっても金属であっても良い。
貯湯タンク１０及び仕切り壁部４，５を樹脂で構成した場合、一体成型が可能で製造性が
良い。なお、この場合にヒータｈを嵌め込み保持する為のラッチ係合部を併せて成型する
のが良い。貯湯タンク１０及び仕切り壁部４，５に用いられる樹脂材料としては、例えば
、ＰＰＳ（polyphenylenesulfide）樹脂が挙げられる。
【００６１】
　一方、貯湯タンク１０及び仕切り壁部４，５を金属で構成した場合、熱伝導率が高いた
め沸き上げ効率が向上する。また、この場合に金属製の仕切り壁部５に発熱体を内蔵する
ことでヒータｈを簡単に構成することができる。なお、貯湯タンク１０及び仕切り壁部４
，５に用いられる金属材料としては、ステンレス鋼や銅などが挙げられる。
【００６２】
　上述したようにヒータｈの４つの縁部のうち３つの縁部は、それぞれ平面部１０ｂ，１
０ｅ，１０ｆに接している（図１参照）。そして、ヒータｈは平面部１０ａには接してお
らず、ヒータｈと平面部１０ａとの間に隙間が生じている。このようにヒータｈがその３
つの縁部で金属製の貯湯タンク１０と接触することで、良好な熱伝導性を介して湯を均一
に沸き上げるいわゆる沸き上げ効率を向上させる。
【００６３】
　続いて、上述の実施形態の各変形例について説明する。なお、上述の実施形態と同等の
構成については対応する符号を付して詳細な説明を省略する。
【００６４】
　最初に、上述の実施形態の第１変形例について説明する。図５は、この第１変形例にか
かる貯湯式電気温水器の貯湯タンク２１を模式的に示す斜視図である。
【００６５】
　本変形例ではヒータｈを入水部１１の近傍に設けている。具体的には入水部１１からの
水が最初に入水される流路（第１レーン）の壁部に相当する位置にヒータｈを設けている
。
【００６６】
　入水部１１の近傍にヒータｈを設けることで、貯湯部６への入水後に入水部近傍に貯ま
った比較的低温の水を直接加熱することができ、沸き上げ効率を向上させる。
【００６７】
　続いて、上述の実施形態の第２変形例について説明する。図６はこの第２変形例にかか
る貯湯式電気温水器における貯湯タンク３１を模式的に示した斜視図である。
【００６８】
　本変形例では入水部１１と出湯部１２を結ぶ方向に複数のヒータｈを分散配置している
。具体的には３つのヒータｈを入水部１１の近傍、出湯部１２の近傍、貯湯タンク３１の
長手方向（入水部１１と出湯部１２とを結ぶ方向）の略中央にそれぞれ設けている。
【００６９】
　入水部１１の近傍に設けたヒータｈは、例えば入水部１１から数えて１番目のレーンの
壁部に相当する位置に設けられている。一方、出湯部１２の近傍及び貯湯タンク３１の長
手方向の略中央に設けたヒータｈは、例えば出湯部１２から数えて２番目のレーンと６番
目のレーンの壁部に相当する位置にそれぞれ設けられている。
【００７０】
　複数のヒータｈをこのように分散配置することで、貯湯部全体の水が均等に沸き上がり
、沸き上げ効率の更なる向上を図ることができる。また、複数のヒータｈを分散配置した
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場合、各ヒータｈの発熱量も分散させることができる。即ち、例えば１つのヒータで貯湯
部全体を所望の温度に加熱する場合のヒータの発熱量に対して、３つのヒータｈの発熱量
をそれぞれ例えば１／３にすることができる。これによって、貯湯部６の局所的な過度の
昇温が抑えられ、貯湯タンク３１の局所的な熱応力の発生を阻止する共に各部品の耐熱性
に余裕を持たせることができ、貯湯式電気温水器の安全性や信頼性を確保する。
【００７１】
　また、複数のヒータｈを分散配置した場合、貯湯部内における各ヒータｈの近傍に各ヒ
ータｈの近傍の温度を測定する温度センサ（図示せず）を設け、各温度センサの温度測定
結果から例えば所望の温度より低い測定温度であったセンサ近傍のヒータｈのみを動作さ
せるような制御を行えば、無駄な電力消費を抑えて効率の良い加熱や保温を行うことがで
きる。
【００７２】
　続いて、上述の実施形態の第３変形例について説明する。図７は、この第３変形例にか
かる貯湯タンク１０の内部を模式的に示す平面図である。
【００７３】
　この変形例にかかる貯湯式電気温水器の仕切り壁部３４，３５及びヒータｈは、図７に
示すように、貯湯タンク１０の長手向に沿って延在している。即ち、貯湯タンク１０にお
ける長手方向の両端の平面部１０ｃ，１０ｄの一方の平面部１０ｃから仕切り壁部３４が
他方の平面部１０ｄに向けて延在し、仕切り壁部３４と他方の平面部１０ｄとの間には隙
間が生じている。また、仕切り壁部３５は、仕切り壁部３４が接する一方の平面部１０ｃ
に対向する他方の平面部１０ｄから一方の平面部１０ｃに向けて延在し、仕切り壁部３５
とその一方の平面部１０ｃとの間には隙間が生じている。そして、これら仕切り壁部３４
，３５が貯湯タンク１０の短手方向に交互に配設されている。
【００７４】
　ヒータｈは貯湯タンク１０の短手方向の略中央に配設され、例えば入水部１１から数え
て７番目のレーンの壁部に相当する位置に設けられている。貯湯タンク１０がこのような
構成であっても、上述した実施形態及びその各変形例と同様の作用効果を発揮する。
【００７５】
　続いて、本実施形態の第４変形例について説明する。図８はこの第４変形例にかかる貯
湯タンク１０の分解斜視図である。
【００７６】
　本変形例においては、ヒータｈは、貯湯式電気温水器の設置状態で貯湯タンク１０の外
側に直接接するように設けられている。より具体的には、板状のヒータｈは、貯湯部６の
厚さ方向に対して垂直な側面、即ち貯湯式電気温水器の設置状態で重力の作用方向で見て
下面となる貯湯タンク１０の平面部１０ｆに密着固定されている。この場合、例えばハン
ダや熱伝導性の良い接着剤などにより板状のヒータｈを金属製の貯湯タンク１０の平面部
１０ｆに接着することで、ヒータｈの熱を貯湯タンク１０に効率良く伝えることができる
。そして、貯湯タンク内に設けられた仕切り壁部４が熱伝導フィンとしての役割を果たし
、タンク内の水を高い効率で均一に沸き上げることができる。また、ヒータｈが貯湯タン
ク１０の下面に設置されているので、ヒータｈから上方に向かう熱流を貯湯タンク１０に
効率的に伝えることができ、湯を効率良く沸き上げることができる。
【００７７】
　なお、この第４変形例のようにヒータｈを貯湯タンク１０の下面をなす平面部１０ｆに
全体的に密着固定する代わりに、ヒータｈを例えば入水部１１の近傍であって貯湯タンク
１０の側面に密着固定させたり、平面部１０ｆの複数の部分に分けて密着固定させたりし
ても良い。
【００７８】
　続いて、本実施形態の第５変形例について説明する。図９は、この第５変形例を模式的
に示す斜視図である。第５変形例では、貯湯タンク内の流路が略水平面に沿うように貯湯
式電気温水器を設置した状態で、重力の作用方向で見て側面となる平面１０ｂの下方に水
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抜き部２５ａが設けられている。この場合であっても貯湯タンク１０の下面をなす平面１
０ｆに水抜き部２５を設けた上述の実施形態及びその変形例と同様に一箇所の水抜き栓２
３を開くことで、貯湯タンク内の水を全て排水することができ、排水性に関する本発明の
上述した作用効果を十分発揮し得る。なお、この水抜き部２５を貯湯タンク１０の側面を
なす平面部１０ｃ，１０ｄに設置する場合の設置位置は、貯湯式電気温水器の設置状態で
重力の作用方向で見て平面部１０ｃ，１０ｄの下縁部近傍である。このような配置構成に
よっても貯湯タンク内の水抜きを完全に行なうことができる。
【００７９】
　続いて、本実施形態の更なる変形例について説明する。以下に説明する第６変形例乃至
第８変形例は上述の実施形態及びその各変形例に用いた板状のヒータｈの代わりにいわゆ
る投げ込み式ヒータと呼ばれるパイプ状のヒータｈを備えた変形例である。このヒータｈ
は、各変形例に示すように、様々な形状に折り曲げられ、パイプ内にニクロム線等の発熱
体を内蔵したタイプである。なお、ヒータｈ以外は上述した実施形態と同等の構成を有す
るので、対応する符号を付して詳細な説明を省略する。
【００８０】
　このような投げ込み式のヒータｈを用いるメリットは少なくとも発熱部を貯湯タンク１
０の底面近傍（貯湯タンク１０の高さの１／２より下）に配置できることにある。これに
より、貯湯タンク１０の底面側の方から加熱され、死に水がより少なくなり沸き上げ性が
向上する。なお、仕切り壁兼用の板状ヒータの場合は貯湯タンク内に貯まった水を下から
上まで幅広く加熱できるので、このような投げ込み式のヒータｈよりは有利であるが、投
げ込み式のヒータｈの方がコスト的に安価でありかつ貯湯タンク内でのヒータ設置場所を
容易に変更することができるので、その利用価値は大きい。
【００８１】
　図１０に示す第６変形例は、貯湯タンク１０の長手方向略中央部よりも若干入水部側に
配置された仕切り壁部４を跨いだ状態でヒータｈが配置された変形例である。
【００８２】
　また、図１１に示す第７変形例は、多数の仕切り壁部４，５を貫通した状態で貯湯タン
ク１０の長手方向一方の端部から他方の端部近傍までヒータｈが延在すると共にこの他方
の端部近郊でヒータｈが折り返して再び長手方向一方の端部まで仕切り壁部４，５を貫通
した変形例である。
【００８３】
　また、図１２に示す第８変形例は、入水部側の平面部１０ｃとこれに隣接する仕切り壁
部４との間の空間にヒータｈを配置した変形例である。
【００８４】
　これらの何れの変形例の構成であっても、本発明の作用の一つである湯の沸き上げ効率
の向上を達成することが可能である。
【００８５】
　なお、図１２に示す第８変形例においては、入水部側の平面部１０ｃとこれに隣接する
仕切り壁部４との間にヒータｈを配置したが、この代わりに出湯部側の平面部１０ｄとこ
れに隣接する仕切り壁部４との間にヒータｈを配置しても良い。この場合、出湯直前に湯
を加熱するので、加熱後に出湯するまでの間に湯がさめることなく湯の沸き上げ性を低下
させることもない。
【００８６】
　なお、図１０乃至図１２でヒータｈの様々な設置箇所等の説明をしたが、基本的には貯
湯タンクの入水部側から冷水が溜まる場合が多いので、入水部側にヒータｈを配置したほ
うが冷水を効率的に加熱でき、好ましいと言える。しかしながら、本実施形態のような仕
切り板が特別な配置構造で備わった貯湯タンクの場合、蛇行流路によって貯湯タンク内は
繋がっており、自然対流を塞き止めることがないので、ヒータｈの設置場所は入水側近傍
以外の場所に設置しても貯湯タンク内の湯を均一に沸き上げることができる。
【００８７】
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　また、図１３乃至図１６にそれぞれ示す第９変形例乃至第１２変形例は、上述の実施形
態及びその変形例の水抜きの形態を更に工夫した構成を有している。なお、その他の構成
については上述した実施形態と同等のため、対応する符号を付して詳細な説明を省略する
。
【００８８】
　図１３に示す第９変形例は、平面部１０ｆの上面に流路底面１０ｘを備えている。そし
て、流路底面１０ｘは、貯湯式電気温水器の設置状態で水抜き部２５に向かって重力の作
用方向で見て徐々に下側に向かうテーパ面をその底面全体がなしている。これによって、
水抜き時に水抜き部２５から貯湯タンク内の湯や水を効率良く排水することができる。
【００８９】
　また、図１４に示す第１０変形例は、図１３に示す第９変形例とは異なり、平面部１０
ｆの上面に貯湯式電気温水器の設置状態で貯湯タンク１０の長手方向略中央部に備わった
水抜き部２５に向かってそれぞれ下向きに傾斜する一組のテーパ面状の流路底面１０ｙを
備えている。このような構成であっても、図１３に示す第９変形例と同様に、水抜き時に
水抜き部２５から貯湯タンク内の湯や水を効率良く排水することができる。
【００９０】
　このように貯湯タンク内に傾斜した流路底面を備えることで貯湯式電気温水器の設置状
態で重力の作用方向で見て低い側（下側）の底面に湯や水が溜まり易いことを利用して水
抜き部２５の排水性を向上させる種々の変形例が考えられる。
【００９１】
　一方、図１５に示す第１１変形例は、貯湯タンク１０の長手方向略中央部において幅方
向全体に亘って水抜き溝１０ｚを備え、この水抜き溝１０ｚの幅方向一側に偏倚した位置
に水抜き部２５を備えている。このような構成によっても、貯湯タンク内の湯や水を水抜
き溝内に一旦溜め込み、この水抜き溝１０ｚ及び水抜き部２５を介して貯湯タンク内の湯
や水を効率良く排水することができる。なお、この場合の水抜き溝１０ｚの貯湯タンク長
手方向における形成位置や水抜き部２５の貯湯タンク幅方向における形成位置はこの変形
例に限定されるものでないことは言うまでもない。
【００９２】
　また、図１６に示す第１２変形例は、パイプ状をなす入水部１１の底部に水抜き部２５
を直接配置した構成を有している。入水部１１は、貯湯式電気温水器の設置状態で重力の
作用方向で見て一般的に貯湯タンク１０の平面部１０ｃの下側に備わっているので、この
ような位置に水抜き部２５を有していても、貯湯タンク内の湯や水を効率良く排水するこ
とができる。また、このような構成を有することで、入水部１１と水抜き部２５を一体化
（兼用）できるので、部品点数を削減し、組み付け性の容易化やコストの低減に貢献する
ことができる。
【実施例】
【００９３】
　続いて、本実施形態及びその第１、第２、第４、第５変形例にかかる貯湯式電気温水器
（以下、「本実施例」とする）と貯湯タンク内に仕切り壁部を有さない貯湯式電気温水器
（以下、「比較例」とする）を用いて湯の押し出し性能の比較評価試験を行ったので、こ
の比較評価試験の結果について説明する。
【００９４】
　図１７は、本実施例と比較例を厚さ６０ｍｍ、長手方向長さ２５０ｍｍ、短手方向長さ
２００ｍｍの扁平直方体状を有する貯湯タンク内の３リットルの水を８５℃まで沸き上げ
た後、入水部から１．４３リットル／分で給水したときの出湯部から出湯された湯の出湯
温度の時間変化を表すグラフ図である。なお、図１７において横軸は時間（秒）を表わし
、縦軸は出湯部からの出湯温度（℃）を表している。
【００９５】
　この図１７の評価試験結果から明らかなように、貯湯式電気温水器の設置状態で貯湯タ
ンク内の流路が略水平面に沿って形成されるように貯湯タンク内に仕切り壁部を設けた本
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実施例の場合、約９０秒間に亘って８５℃の出湯温度を保つことが分かった。これに対し
て貯湯タンク内に仕切り壁部を設けなかった比較例の場合、３０～３５秒程度しか８５℃
の出湯時間が続かず、本実施例よりも８５℃の湯の出湯時間が極端に短いことが分かった
。
【００９６】
　この評価試験により、本実施例のように貯湯式電気温水器の設置状態で貯湯タンク内の
流路が略水平方向に沿うような仕切り壁部を設けた貯湯式電気温水器の優位性をこのよう
な仕切り壁部を有さない電気温水器に対して十分に確認できた。
【００９７】
　以上説明したように、本発明にかかる貯湯式電気温水器は、仕切り壁部により貯湯タン
ク内に連続した狭い流路を形成し、かつこの流路が貯湯式電気温水器の設置状態で略水平
面に沿って蛇行するようになっているので、設置状態で流路が略鉛直面に沿って蛇行する
従来型の貯湯式電気温水器のように上から下に向かう流路において湯水の密度差によって
水が湯より早くこの流路を降下するようなことが生じず、これにより湯に水が混合するこ
とが抑えられ、湯の押し出し性が向上する。
【００９８】
　また、上下方向の高さを低くして、水平方向の代表長さ（水平方向断面が長方形状の場
合の辺長や楕円形状の場合の径長など）に比べて高さが低いような扁平にした横長の貯湯
タンクを有した貯湯式電気温水器を設置する場合、流路が鉛直面に沿って蛇行する従来型
の電気温水器のように全体的な流水方向に対して垂直な方向のみの仕切り壁部を設けたも
のより十分に流路の断面積を小さくでき、貯湯タンクの構造を極端に複雑化させずに済み
、貯湯式電気温水器自体のコストを抑えかつ組付け性を向上させることができる。
【００９９】
　また、貯湯タンク内の流路が略鉛直面に沿って蛇行せず略水平面に沿って蛇行するよう
になっているので、貯湯タンクの下面又は側面下方に水抜き部を配置することで、貯湯式
電気温水器を設置したままの姿勢で水抜き部を開放するだけで貯湯タンクの入水部と出湯
部に連結された配管を外すことなく貯湯タンク内の水を全て排水でき、メンテナンス性が
向上する。
【０１００】
　具体的には、貯湯式電気温水器は長期間使用しているとタンク内が水垢などで汚れるこ
とがあるので、貯湯タンクの水を定期的に抜き、水がきれいになるまで給水と排水を繰り
返して清掃する必要がある。貯湯タンク内が凍結する畏れがあるときもタンク内の水を抜
く場合がある。
【０１０１】
　そして、水抜きによる貯湯タンク内の水垢の水抜きによる掃除は三ヶ月に一回程度行う
必要があり、凍結による水抜きは凍結の畏れがあるときに随時行う必要がある。そのため
、設置状態で流路が略鉛直面に沿って形成される従来型の貯湯式電気温水器では、下り流
路や昇り流路毎に設けた多数の水抜き栓を上述した水抜き作業毎に全て開放しなければな
らず、水抜き作業が極めてやり難くなる。しかしながら、本発明による貯湯式電気温水器
は、設置状態で流路が略水平面に沿うようになっているので、水抜き栓を貯湯タンクの下
面又は側面下方の一箇所だけ設ければ良くなり、水抜き作業を簡単に行うことができ、貯
湯式電気温水器の使い勝手を格段に向上させることができる。
【０１０２】
　なお、水抜きは手動で行なっても、自動で行なっても良い。自動で行なう場合は、本実
施形態及びその各種変形例に記載された水抜きの場所において重力を利用して水抜きがで
きるため、排水路に直結した構造とするだけで水抜き作業を手軽にでき、閉め忘れの水抜
きバルブの閉め忘れ防止が可能となり信頼性が増す。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本発明の一実施形態にかかる貯湯式電気温水器の貯湯タンクを模式的に示す斜視
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図である。
【図２】図１に示した貯湯タンクの内部を模式的に示す平面図である。
【図３】図１に示した貯湯タンクの分解斜視図である。
【図４】図１に示した一方の仕切り壁部を貯湯タンクの長手方向の入水部側から見た模式
図（図４（ａ））と、図１に示した他方の仕切り壁部を貯湯タンクの長手方向入水部側か
ら見た模式図（図４（ｂ））である。
【図５】図１に示した貯湯式電気温水器の第１変形例を模式的に示す斜視図である。
【図６】図１に示した貯湯式電気温水器の第２変形例を模式的に示す斜視図である。
【図７】図１に示した貯湯式電気温水器の第３変形例を模式的に示す斜視図である。
【図８】図１に示した貯湯式電気温水器の第４変形例を分解した状態で示す斜視図である
。
【図９】図１に示した貯湯式電気温水器の第５変形例を模式的に示す斜視図である。
【図１０】図１に示した貯湯式電気温水器の第６変形例を模式的に示した斜視図である。
【図１１】図１に示した貯湯式電気温水器の第７変形例を模式的に示した斜視図である。
【図１２】図１に示した貯湯式電気温水器の第８変形例を模式的に示した斜視図である。
【図１３】図１に示した貯湯式電気温水器の第９変形例を模式的に示した斜視図である。
【図１４】図１に示した貯湯式電気温水器の第１０変形例を模式的に示した斜視図である
。
【図１５】図１に示した貯湯式電気温水器の第１１変形例を模式的に示した斜視図である
。
【図１６】図１に示した貯湯式電気温水器の第１２変形例を模式的に示した斜視図である
。
【図１７】本発明に関する評価試験において本実施例と比較例を評価した試験結果を示す
グラフ図である。
【符号の説明】
【０１０４】
　４，５　　仕切り壁部
　６　　貯湯部
　１０　　貯湯タンク
　１０ａ～１０ｆ　　平面部
　１０ｕ　　（上側）分割体
　１０ｓ　　（下側）分割体
　１０ｘ，１０ｙ　　流路底面
　　１０ｚ　　水抜き溝
　１１　　入水部
　１２　　出湯部
　２１　　貯湯タンク
　２３　　水抜き栓
　２４　　水抜き管
　２５，２５ａ　水抜き部
　３１　　貯湯タンク
　３４，３５　　仕切り壁部
　ｈ　　ヒータ
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